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こ
の
日
訴
え
た
「
二
つ
の
脱
原
発
行
動
」
は
、

脱
原
発
を
実
現
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
社
会
を

求
め
る
「
原
発
に
さ
よ
う
な
ら
一
０
０
０
万
人
署
名
」
と
、

９
月
19
日
に
東
京
・
明
治
公
園
で
開
催
さ
れ
る

「
原
発
に
さ
よ
う
な
ら
集
会
」へ
の
参
加
を
呼
び
か

け
る
内
容
で
し
た
。 

   
Ｊ
Ｒ
総
連
と
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
こ
の
「
さ
よ
う
な
ら

原
発
一
〇
〇
〇
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
呼
び
か
け
に

全
面
的
な
賛
意
を
表
す
と
共
に
、
こ
の
二
つ
の
運
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
す
で
に
各
職

場
で
は
署
名
活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
全
国
の
地
域
で
平
和
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

「
憲
法
９
条
ー
世
界
へ
未
来
へ
連
絡
会
」（
９
条
連
）

で
も
署
名
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

原
発
事
故
以
降
、
現
役
の
組
合
員
は
、
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
脱
原
発
集
会
」
に
は
積
極
的

に
参
加
し
て
き
て
お
り
、
９
月
19
日
に
開
催
さ
れ

る
「
原
発
に
さ
よ
う
な
ら
集
会
」
に
も
参
加
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。 

    

本
部
Ｏ
Ｂ
会
も
今
日
ま
で
現
役
組
合
員
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
各
地
の｢

脱
原
発
集
会｣

に
積
極
的
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
定
期
総
会
に
お
い
て

も
「
子
供
達
に
安
全
で
平
和
な
社
会
を
残
す
た
め

の
脱
原
発
を
め
ざ
す
特
別
決
議
」
を
採
択
し
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
て
き
ま
し
た
。 

        

福
島
第
一
原
発
は
震
災
か
ら
六
ヶ
月
を
経
よ
う
と

し
て
い
る
の
に
、
事
故
収
束
の
目
途
す
ら
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。
先
祖
代
々
の
ふ
る
さ
と
を
奪
わ
れ
、
仕
事
を

奪
わ
れ
、
友
情
を
育
ん
だ
学
校
に
も
通
え
ず
、
家
族
が

バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
、
生
活
の
基
本
を
な
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
破
壊
し
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
能
被
曝
を

逃
れ
よ
う
と
、
福
島
県
民
を
中
心
に
一
〇
万
人
に
も

及
ぶ
人
達
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
こ
そ
Ｏ
Ｂ
会
員
は
、
原
発
事
故
へ
の
怒
り
を
態

度
で
表
わ
す
た
め
に
、
首
都
圏
近
郊
に
住
ん
で
い
る

Ｏ
Ｂ
会
員
は
「
９
・
19
原
発
に
さ
よ
う
な
ら
集
会
」

に
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

「
爺
か
ら
孫
へ
の
贈
り
物
、
そ
れ
は
核
と
原
発
の

な
い
社
会
」
を
し
っ
か
り
心
に
刻
み
、
元
気
に
都
内
を

行
進
し
ま
し
ょ
う
。 

         

 

 

◇ 

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
六
ヶ
月
が
経
つ
と

い
う
の
に
未
だ
復
興
の
め
ど
も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
は
本
当
に

被
災
者
の
立
場
に
立
っ
て
復
興
に
当
た
っ
て
い
る
の
か
全
く
見
え
て

き
ま
せ
ん
。
腹
立
た
し
い
限
り
で
す
。 

◇ 

福
島
第
一
原
発
に
至
っ
て
は
、
半
径
三
〇
㌔
圏
内
の
住
民
の

皆
様
は
い
つ
ふ
る
さ
と
に
帰
れ
る
か
も
分
ら
な
い
状
況
の
中
に

お
か
れ
、
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

◇ 

も
と
も
と
原
発
は
人
間
の
手
に
は
負
え
な
い
危
険
な
代
物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
、
今
回
の
事
故
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
地
震
国
・日
本
に
お
い
て

大
事
故
を
起
こ
さ
な
い
原
発
は
あ
り
得
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
「放
射
能
を

撒
き
散
ら
す
」と
い
う
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
つ
く
る
必
要
は
な
い
の
だ
。 

◇ 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
並
ぶ
深
刻
度
「レ
ベ
ル
７
」
に
指
定
さ
れ
た
福
島

第
一
原
発
は
、
皮
肉
に
も
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が
、
今
度
は

加
害
国
と
し
て
日
本
国
民
を
再
び
核
の
恐
怖
に
叩
き
込
ん
だ
。 

◇ 

東
京
電
力
は
、
今
回
の
原
発
事
故
に
対
し
て
国
民
に
何
ら
の
謝
罪
も

行
な
わ
ず
、
隠
蔽
工
作
に
終
始
し
て
い
る
有
様
だ
。
８
月
１
日
、
福
島
第
一

原
発
の
１
号
機
と
２
号
機
の
間
に
あ
る
主
排
気
筒
付
近
で
毎
時
１
０
０
０
０

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
放
射
線
量
が
確
認
さ
れ
、
ど
れ
ほ
ど
の
放
射
能
が

放
出
さ
れ
た
の
か
定
か
で
は
な
く
、
深
刻
な
事
態
に
至
っ
て
い
る
。 

◇ 

日
本
の
原
子
力
行
政
は
中
曽
根
康
弘
・正
力
松
太
郎
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に
正
力
松
太
郎
は
、
米
国
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
意
向
を
受
け
、

膨
大
な
資
金
力
を
投
入
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
「原
子
力
の
平
和
利
用
」を

謳
い
上
げ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
記
事
を
流
し
続
け
、
原
発
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

到
来
な
ど
と
安
全
神
話
を
国
民
に
染
み
込
ま
せ
、
原
発
建
設
の
利
権
に

群
が
る
自
民
党
・経
産
省
・電
力
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
原
発
村
を
形
成
し
、

１
９
７
０
年
３
月
に
日
本
初
の
商
業
用
軽
水
炉
・日
本
原
子
力
発
電
の
敦
賀

１
号
機
を
稼
働
さ
せ
、
そ
れ
以
降
核
の
平
和
利
用
を
名
目
に
次
々
と
建
設

さ
れ
、
狭
い
国
土
の
日
本
に
５
４
基
も
の
原
発
が
集
中
す
る
異
常
さ
で
あ
る
。 

◇ 

わ
れ
わ
れ
は
福
島
第
一
原
発
事
故
を
契
機
に
過
去
の
反
原
発
の
闘
い
が

「核
の
平
和
利
用
」と
「安
全
神
話
」に
惑
わ
さ
れ
、
頓
挫
し
て
い
っ
た
こ
と
の

反
省
に
立
ち
、
今
こ
そ
脱
原
発
を
掲
げ
る
市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
帯
し
て
、

脱
原
発
の
世
論
と
う
ね
り
を
創
り
出
し
て
、
世
界
の
子
供
達
が
、
平
和
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
現
役
の
若
い
仲
間
と

共
に
脱
原
発
の
輪
を
広
め
る
運
動
を
着
実
に
定
着
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

千
葉
地
本
・
津
田
沼
支
部
Ｏ
Ｂ
会
（
Ｔ
・
Ｔ
）
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去
る
６
月
15
日
、
東
京
都
内
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
「
二
つ
の
脱
原
発
行
動
」
を
訴
え
る
記

者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
者
会
見
を
行
な
っ
た
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
一
〇
〇
〇
万
人
ア
ク
シ

ョ
ン
」
は
、
内
橋
克
人
さ
ん
・
大
江
健
三
郎
さ
ん
・
落
合
恵
子
さ
ん
・
鎌
田  

慧
さ
ん
・
坂
本
龍
一
さ
ん
・

澤
地
久
枝
さ
ん
・
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
・
辻
井  

喬
さ
ん
・
鶴
見
俊
輔
さ
ん
の
九
人
の
呼
び
か
け
に
応
え
、

原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
・
原
子
力
資
料
情
報
室
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
の
３
団
体
が
結

成
し
た
実
行
委
員
会
で
す
。 

原
発
事
故
が
足
枷
に 

ＯＢ声の広場 

「
核
・
原
発
の
な
い
社
会
」
を
め
ざ

し
、 

９
・
19

集
会
に
参
加
し
よ
う
！ 

Ｊ
Ｒ
総
連
・
東
労
組
も
全
面
支
援
を
決

定 


 

原
発
に
さ
よ
う
な
ら
集
会 

・
日 

時  

９
月

19
日
（月
）  

13
時
よ
り 

・
場 

所  

東
京
・
明
治
公
園 

・
主 

催  ｢

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人 

ア
ク
シ
ョ
ン
」 

・集
会
の
規
模  

５
万
人
（集
会
後
、
パ
レ
ー
ド
あ
り
） 

ＪＲ東労組の 
ＯＢ会員の皆様へ 

㈱鉄道ファミリーより、アフラ
ックの「医療保険 新 EVER」を
昨年に引き続き９月２０日より
御案内させて頂きます。 
ぜひ、この機会にご家族の皆様と

ともにご検討のうえ、お申込み
下さい。（OB会員は団体割引です） 

★ お問合せ先：㈱鉄道ファミリー 

〒141-0031 

東京都品川区西五反田3‐2‐13 

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-49-8810 



  

Ｊ
Ｒ
浦
和
電
車
区
事
件
は
、
警
視
庁
・公
安
部
が

Ｊ
Ｒ
東
労
組
破
壊
の
た
め
に
仕
組
ん
だ
冤
罪
・弾
圧

事
件
で
す
。
２
０
０
２
年
の
逮
捕
・弾
圧
か
ら
８
年

10
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
丌
法
・丌
当
な

捜
査
と
理
丌
尽
な
裁
判
に
よ
っ
て
、
一
審
・二
審
と
も

何
ら
犯
罪
事
実
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
丌
公
正
な

有
罪
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。 

私
達
Ｏ
Ｂ
会
は
、
こ
の
事
件
の
狙
い
が
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
破
壊
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
美
世
志
会

七
名
の
無
実
を
晴
ら
し
て
、
早
期
職
場
復
帰
を

勝
ち
取
る
た
め
に
一
貫
し
て
支
援
の
闘
い
を
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

   

い
ま
上
告
審
で
の
最
終
判
断
を
前
に
、
口
頭
弁
論

に
よ
る
審
理
と
逆
転
無
罪
を
求
め
て
一
五
〇
回
を

超
え
る
要
請
行
動
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
Ｏ
Ｂ
会

も
初
め
て
西
関
東 (

７
／

29)

と
東
関
東(

８
／

２) 

ブ
ロ
ッ
ク
の
Ｏ
Ｂ
会
が
要
請
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
も
独
自
で
要
請
行
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。 

要
請
行
動
は
Ｏ
Ｂ
会
員
に
も
出
来
る
美
世
志
会

支
援
の
有
効
な
闘
い
で
す
。
近
隣
の
地
本
・支
部
も

独
自
に
要
請
行
動
を
取
り
組
み
、
Ｏ
Ｂ
会
員
の

積
極
的
な
参
加
・協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

            

       

                             

   

千
葉
地
本
・
千
葉
支
部 

Ｏ
Ｂ  

新
発
田 

正
利 

 

２
０
０
９
年
９
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
Ｔ
Ｋ
（㈱
・ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
都
市
開
発
）へ
出
向
し
ま
し
た
。
私
た
ち
エ
ル
ダ
ー

社
員
に
と
っ
て
、
こ
の
再
雇
用
制
度
は
Ｊ
Ｒ
退
職
後
６
５
歳

ま
で
雇
用
確
保
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
本
当
に
良
い
制
度
だ

と
思
い
ま
す
。
今
の
職
場
に
入
り
、
も
う
す
ぐ
２
年
目
に

入
り
ま
す
。 

私
の
職
場
は
、
Ｊ
Ｒ
の
土
地
を
保
守
・管
理
す
る
業
務
で
、
総
武
線
の

一
部
、
京
葉
線
の
一
部
、
金
町
線
の
一
部
、
越
中
島
支
線
を
担
当
し
て

お
り
、
巡
回
等
が
主
な
業
務
で
、
特
に
夏
季
の
巡
回
時
に
は
汗
の
量
が

半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場
に
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が
あ
る
の
で
す
が
、

設
置
場
所
が
離
れ
て
い
て
誰
も
利
用
し
ま
せ
ん
。
以
前
は
遠
く
て
も

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
に
出
掛
け
て
い
た
ぜ
う
で
す
が
、
勤
務
時
間
内
の

利
用
と
い
う
こ
と
で
止
め
て
し
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

ま
た
課
長
職
で
も
役
職
手
当
が
付
か
な
い
（実
態
は
自
分
の
職
務
の

ほ
か
、
他
テ
ー
ブ
ル
の
業
務
ま
で
ま
と
め
て
い
る
）等
の
声
が
あ
り
ま
す
。

他
の
会
社
に
出
向
し
た
エ
ル
ダ
ー
社
員
か
ら
も
様
々
な
不
満
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

千
葉
地
本
は
、
昨
年
10
月
と
今
年
６
月
に
「千
葉
地
本
エ
ル
ダ
ー

組
合
員
の
意
見
交
換
会
」を
開
催
し
、
労
働
条
件
や
職
場
環
境
な
ど
の

問
題
点
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
駅
職
場
で
は
最
近
「駅
務
長
」と
い
う
職
名
が
で
き
、
切
符
の

販
売
の
ほ
か
に
、
い
き
な
り
月
報
整
理
や
物
品
要
求
等
の
業
務
ま
で

一
人
で
や
ら
さ
れ
て
お
り
、
運
輸
職
場
か
ら
来
た
人
達
は
業
務
内
容
が

解
ら
ず
、
困
惑
し
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
種
々
の
機
器
操
作
等
も

含
め
、
業
務
熟
知
の
た
め
の
必
要
な
教
育
が
全
く
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

配
属
当
日
に
口
頭
で
簡
単
に
説
明
・指
示
さ
れ
る
程
度
で
す
。 

ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
の
職
場
で
は
、
風
呂
場
が
共
同
使
用
の
た
め
、

入
浴
時
間
が
重
な
る
と
入
浴
で
き
な
い
こ
と
や
各
店
舗
の
見
回
り
巡
回

が
主
で
月
７
回
の
徹
夜
業
務
は
過
酷
だ
と
訴
え
て
い
ま
す
。
ぜ
れ
か
ら

両
替
機
が
古
い
た
め
機
器
故
障
が
多
い
な
ど
の
苦
情
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
会
社
に
よ
る
出
向
前
の
労
働
条
件
の
説
明
と
実
際
の
職
場
で
の

仕
事
内
容
が
明
ら
か
に
違
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

私
は
「エ
ル
ダ
ー
制
度
は
良
い
制
度
」と
言
い
ま
し
た
が
、
出
向
先
の

職
場
で
働
く
多
く
の
組
合
員
に
勇
気
を
出
し
て
も
ら
い
、
厳
し
い
労

働
条
件
や
暗
い
職
場
環
境
を
語
り
合
い
、
不
満
や
改
善
要
求
を
解
決

す
る
た
め
に
も
、
健
康
・ゆ
と
り
・生
き
甲
斐
を
求
め
て
、
エ
ル
ダ
ー

職
場
の
交
流
活
動
を
組
織
的
に
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 紹介します 
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＜高崎地本ＯＢ会・第１４回定期総会報告＞ 

３支部結成を踏まえ、ＯＢ会活動の前進

を！ 

高崎地本ＯＢ会  事務局長   春 原 芳 

雄 

去る６月２５日、地本会議室

において、高崎地本ＯＢ会第１

４回定期総会が開催されま

した。６５名の参加者を得て

活発な意見交換が行われまし

た。 

飯島会長は、冒頭の挨拶の

中で、①念願の３支部確立の

経過と取り組みに対する御礼、 

②ＯＢ会生みの親、故桜沢地本副委員長、命を賭けて組織の確立と国

鉄改革を成し遂げた故松下初代地本委員長の両名に報告し、共に喜び

合うこと、③統一地方選で組織内候補２名の当選を勝ち取ったＯＢの

底力をたたえ、④東日本大震災への物心両面にわたる会員の協力に感謝

の意を述べました。 

本部ＯＢ会から田中副会長・伊藤事務局長、高崎地本から山本副委員長

がそれぞれに激励の挨拶を述べ、大震災後に被災地に入った報告の中

で、自然エネルギーの破壊力の凄まじさと、言葉では言い尽くせない惨

状を見聞してきたそうです。またカンパへのお礼の言葉もありました。 

質疑では、４名の会員から発言があり、①原発事故に対して脱原発

の世論が形成されつつあり、脱原発から反核・反原発へと闘いの質を高

めて行くこと、②吾妻プロの仲間から、１０年間の運動の総括を記した「１

０年史」発行と購読の呼び掛けがあり、③森びとから「足尾の山を緑にす

る」取り組みへの協力要請、④統一地方選を通じて会員の元気な姿を確認

できて良かった、などの意見が出されました。なお、経過と方針は、

満場一致、承認されました。 

 

 

＜秋田地本ＯＢ会・第１５回定期総会報告＞ 

新会長に堀 等氏(中央支部)を選出 

秋田地本ＯＢ会  事務局長  川守田  勝雄 

秋田地本ＯＢ会・第１５回定期総会が６月２６日、秋田市・イヤタカ会

館で５５名が出席して開催されました。 

松村会長は「大地震に遭遇した仲間への支援に感謝する。高齢者の生活

環境改善に向け、退職者連合や地域の仲間と連帯しよう」と挨拶しました。

有谷地本委員長からは「原発行政の見直し、浦電事件の上告審開廷の取り

組み、故松崎明・角岸幸三両氏の遺志を引き継ぎ、運動を発展させるため

にはＯＢ会の協力が必要だ」と、激励を頂きました。 

また本部ＯＢ会・大熊会長からは「被災者へのカンパ活動に感謝し、〝

脱原発〟の運動を中央・地方が一体となって取り組む」との決意が述べら

れました。秋田県退職者連合・小川会長からも「大震災の最も大きな禍根

は原発事故であり、原点に返った議論が必要だ」との挨拶を頂きました。 

その後、経過と活動方針、会則の一部改正が提案され、討論に入りまし

た。発言は時間の制約もあり、各支部1人に制限され、①高齢者の環境改

善には、本部ＯＢ会や退職者連合との連携が必要だ、②義援金を取り組む

にあたり、ＯＢ会員宅を訪問し理解を得た、③支部間交流を実施し、他支

部の運動を学びたい、等の発言がありました。 

その後、「脱原発を目指す特別決

議」と総会宣言を採択しました。 

役員改選では、１４年間会長を

務めた松村雄逸さんが勇退し、新

たに堀  等さんを会長に選出した

新役員体制を承認し、新会長の団

結ガンバローで総会を終了しまし

た。勇退された松村さんには感謝

状が贈られました。 
 ２０１１年度の役員体制は次の通りです。 
顧 問  飯島徹夫   会 長  関谷則之   副 会 長   堀口  昇 
副 会 長   新井  勇   副 会 長   花田  実   副 会 長   原  武久 
事務局長  春原芳雄 

東
関
東 

西
関
東 

ブ
ロ
ッ
ク
Ｏ
Ｂ
会 

 ２０１１年度の役員体制は次の通りです。 
顧 問  松村雄逸  会 長  堀    等   副 会 長  長谷川練悦 
副 会 長  石代  隆   副 会 長  本堂  侑   事務局長  川守田勝雄 

最高裁・要請行動に向かう西関東ブロックＯＢ会の仲間達 

え
ん
罪
を
晴
ら
す
Ｏ
Ｂ
の
声
を
届
け
、 

最
高
裁
・
口
頭
弁
論
の
開
廷
を
迫
ろ
う 


